
敬愛 
 

 

令和８年度にあたり 
校 長 稲 葉 高 広   

 令和８年度が始まりました。保護者・地域の皆様には、日頃から本校の教育活動に温かい 

ご理解とご協力をいただき、心より感謝申し上げます。 

 本年度は、「明日の登校を楽しみにできる学校」を合言葉に「生徒一人ひとりの安心できる 

居場所と確かな成長の場」をさらに整えてまいります。教職員一同、生徒の声に耳を傾け、 

家庭・地域と協働しながら教育活動を推進します。どうぞ一年間よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

府中市立府中第三中学校 学校だより ≪第１号≫  令和８年 ４ 月２０日 

                   

                                                 

                              

                                                                                 

ホームページ http://www.fuchu03c.fuchu-tokyo.ed.jp/ 

校 長 稲 葉 高 広 

〒183-0027  府中市本町４－１６ 

☎ ０４２－３６１－９３０３  

【入学式式辞より（一部省略）】 

  本校は、教育目標に「自他の敬愛」を掲げています。この「敬愛」を英語で表すなら、 

 尊敬を意味する respect、そして、思いやりを意味する compassion と言えるでしょう。 

 本校の教育目標「自他の敬愛」という尊敬と思いやりを胸に、自分も周りも大切にしながら 

 「平和を求め続ける人」であってほしい — そのことを、今日はお話しします。 

  世界に目を向けると、今もなお戦争や争いが続き、多くの尊い命が失われています。 

 また、話し合いやルールよりも力で物事が決められてしまうような、憂慮すべき状況も 

 広がっています。私たちは今、大きな時代の分かれ道に立っています。 

  どうすれば世界は平和になるのでしょうか。 

  科学者アインシュタイン博士の言葉にもあるように、「まず自分の心を変え、そして 

 勇気をもって声を上げることが、周りの心を動かす第一歩になる」のだと思います。 

  自分の心の中に、平和を大切にする心を育てていくこと。それこそが、何よりも大切 

 です。一人の人の心が変わると、その変化は家庭へ、地域へ、そして社会へと広がって 

 いきます。その積み重ねが、やがて世界の未来を変えていきます。 

  自分の心の中にある、「信じる気持ちや思いやる心、がんばろうとする気持ち」は、 

 友だちの心を照らし、少しずつ世界を明るくしていきます。 

  本校の教育目標である「自他の敬愛」とは、まさに、生命尊厳と平和を希求する姿勢 

 そのものであり、相手の命や気持ちを大切にし、自分の心の中に平和を守る砦を築いて 

 いくということです。お互いを思いやり、認め合う毎日の積み重ねと共に、皆さん一人 

 ひとりの変化そのものが確かな成長につながっていくのです。 

  どうか、自分の心の中に平和の砦を築き、毎日の学校生活の中でその心を大切に育て 

 てください。本校は、その第一歩を踏み出す皆さんを、全員で全力で応援していきます。 

  本日から新入生１８９名を迎え、府中第三中学校の輝かしい歴史と伝統を大切に受け 

 継ぎながら、平和な社会の創造に貢献できる人材の育成に、教職員一同、誠心誠意取り 

 組むことを誓い、私の式辞といたします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   令和８年度  定期異動     

 

 

（HP非掲載、保護者の方はスマ連で配信したものをご覧ください） 

    令和８年度 教職員一覧    

 

（HP非掲載、保護者の方はスマ連で配信したものをご覧ください） 

 

【始業式の言葉（一部省略）】 

  年度の始まりにあたり、皆さんに率直に一つのことを伝えたいと思います。それは、 

 「今年は、大変な一年になるでしょう」ということです。そう聞くと、「えっ」と思い、 

 不安に感じる人もいるかもしれません。しかし、「大変」という言葉の意味を、少し考えて 

 みてください。「大変」は、「大きく変わる」と書きます。つまり、「大変な一年」とは、 

 苦しいだけの一年、つらいだけの一年、という意味だけではありません。「大きく成長する 

 ために、大きく変わる一年になる」ということです。 

  この一年、皆さんの前には、これまで経験したことのない課題や、簡単には答えの 

 出ない出来事が、いくつも現れるでしょう。思うようにいかないことや、どうしたら 

 いいか分からず、立ち止まりたくなることもあると思います。しかし、それは決して 

 後退するようなことではありません。変わることそのものが、成長だからです。 

  人は、何も変わらずに同じ場所にとどまっているときには、大きく成長することは 

 できません。うまくいかないことに出会い、悩み、迷い、挑戦し、失敗し、やり直す。 

 そのくり返しの中で学び、一歩ずつ前に進むことができます。皆さん一人ひとりが、 

 この一年で経験する「変化」は、すべて、必ず、これからの自分を支える力になり、未来 

 へとつながる大切な力になります。 

  そして、忘れないでほしいことがあります。変化は、一人で受け止めるものではない 

 ということです。そばには仲間がいます。支える先生がいます。この学校には、互いに 

 支え合い、共に前へ進む土台があります。困ったときは、声を上げてください。悩んだ 

 ときは、立ち止まってもかまいません。つらいときは、無理をしなくてもよいのです。 

 今年は、大変な一年になると思います。それは、皆さん一人ひとりが、そしてこの学校 

 全体が、大きく成長する一年になるということでもあります。 

  変化を恐れず、挑戦を避けず、今日の一歩を大切にしていきましょう。 

  校長先生も全ての先生方と共に、皆さんと歩んでいきます。 

  これから始まる一年が、皆さんにとって実り多い一年となることを願っています。 


